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2. 川平方言の自然談話

甲・南風野英三氏(79歳)

乙・前浜 永光氏(52歳)

話題年中行事のうち， sI ma FusaraJa: 

(島フサラシャー・魔除願)という

行事について，それが沖縄のアプシ

バレーという行事と類似していると

wakaransuDθa， p号F・i ma:ridi: an 

知れないが， 畑 まわりとし、う

muno:me: mainennu gjo:<i3i mitaini 

ものは 毎年の 行事 みたいに

arotta jO:Sl jasuuganu. 

あった 様子 ですが。

いうことなどについて話し合ってい 乙

る。

甲

F‘3E許k仇a:nu ab凶usip門号れ:ドe: gj 0: 匂 inu 

沖縄の アプシパレ一 行事が

andjo: ra. ure: dai tai kabiranu 

あるでしょう。それは 大体 川平の

d3uDgatsI matsurIni ni:Ian djo:ra. 

十月 祭 に似ていますよ。

ure:daitai kabiranujo:ra. 

それは 大体 川平のですね。

<i3u: gwatsunu matsur-i djo:ra. 

十月の 祭り ですね。

<i3uDgwatsi djo:rasa unu 

十月 ですよ。 その

9 j 0: d3 i <i3 i t a i j a j 0 : ， un u 9 j 0: d3 i <i3 i 

行事自体はね， その 行事自体

tainu imija kabiranu d3uugwatsI 

の 意味は 川平の 十月

matsirini:du nariki: Fusuuganu， 

祭りのように なってきて いるが，

a s-1 tara s ak吐lO:di:an munudu 

そうしたら 畑勝負という もので

aro:r1. 

あったのですか。

甲

sakuho: towa betsu. 

畑勝負 とは 別。

乙

abusiparai di an munuju 

アプ、ンパライという ものを

jumi mi: riba， tIo:du ja:he: jo:. 

読んでみると， ちょうど 家にですね。

jana:diridu:， iiiiti~Qu matii 。

家に居てですね， 一つの まず

hainujeid30:sarinu kine: tuIiti 

南風野英三さんの 家庭 として

dara: me:， akumadu p号to:di jo:ra.:me: 

ですね， 悪魔を 払おうと ですね，

una: j{Ule: kUle:nu akumaju 
00 00  

各々の 家庭 の 悪魔を

jaljama na:ja mukasi abusiparaidi: p号raiIitidu， kundo: muranu， 

八重山 には 昔 アプシパライ 払ってからね，今度は 村の，

an gjo: <i3 i ja aro: ranta. kabi ramuranu akumaju p号raiIitidu，

とし、う行事は なかったですか。 川平村の 悪魔を 払ってから，

abuiiparaidi:ja mukasI arottaju: ure:hara uiIikidu:， kundo:ki: du:nu 

アプシパライとし、ぅ行事は 昔 あったかも それから 迫u、かえしてから，今度は来て自分が
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ui suki， du :nu sIkama， s'ikamanu u訂na tai Ii ti， p'ft i tsInu 

追って， 自分の 耕地， 耕地の これに 対して， 一つの

akumaju p号rai， tIibina:ja kab i raburakutu I! t i ， aI i du: ， 

悪魔を 払って， 最後には 川平部落として， それで，

abuslp号rai Ii:du owarl josusa:. abusipfraidi an kutu， pititsI 

アプシパライ して 終る ようすです。 アプシパライということ ， ー-""')

乙 mukasI kab iraburakutuI! ti ， 

j a ja asI tar a: ja i jamanu・ 昔 川平部落として，

やや そうしたら 八重山の…・・・。 arorantadi an kutu. <i3uggatsI 

甲 ありませんでしたでしょうか。 十月

asItara: jaja ii ma FusaraIa: tu mats'uIni daitai ni:Iari. 

そうしたら やや 島 フサラシャーと 祭に 大体似ている。

Junumunu. 甲

同じもの。 abuup号raidi an muno: me:da 

乙 アプシパライというのは まだ

0: aikidu:， F唱k~ya: na: ja， sIki m h munu S i: du Fusu{) ganu， 

はいそれだから， 沖縄 では， 聞いたことが ないのであるが，

F守kl号a:nu gjo:<i3 inu honju jumi wa: aninu munu sikitara:， 

沖縄の 行事の 本を 読ん 君の言うことを 聞いたら，

mi: ri ba: du:， F~~i ~a: na: j a， ma t t aku pa: <I3 u {) 9 a t sI ma t sI rI 

でみたら， 沖縄 には， まったく オオはつれの十月 祭

abuslp号raidi: an 9 j 0: d3 i aro: su{)ganu， nidu ni:Saru. 

アプシパライとし、う 行事が あるようだけど， 似ている。

jaijamana:ja， tada me:， una ja: ja: 乙

八重山には， ただもう， 各々の家 0: pa: slmanu <i3u{)gatsI mats'iri 

me:， akuma p号[ai Io:ri: nti， lまし、 われわれの部落の 十月 祭

をもう，悪魔 払いを 済んで， nidu omomuki ni:Iadu a t tj o. 

janamunu p号炉jo:riIiti， tIibe:me:， 趣きは 似て いるよ。

悪もの(魔物)は払い清めて， 最後には， 甲

kundo: me: kemba a:ro:riIiti me:， pa:Ja d3uUgatu matslri didu 

今度はもう 剣を 合わせて もう， われわれは 十月 祭 と

P刊 a na:di: ri:me: sy.rpaFusaraIa: ba an su{)ganu， sYmaPlJsaraIa: didu 

浜辺では 島フサラシャーを 言うのだが， 島フサラシャー と

so:ri Siti o:rI so:ra:me:， an so:ra. Fukl-na= na:n duma: na:n 

済ませて いらっしゃるのですよもう。 言うでし tう。 沖縄 にも どこ にも
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umaFusaraJa: ja ari' do:r iru. pa: Ja slmaFusaraIa: anlFUSU{)9'a， 

島フサラシャー は あります。 われわれは 島フサラサーと 言っているが，

乙 k号:rpa: abusipれai didu aniFUsuoga， 

0: 0: aridu: ukko:sarI. むこうはアプシパライ と 言っているが，

はいはい あるらしい。 na:ndu tIigai， uru aranugaja:. 

甲 名こそ 違え， それ ではないかなあ。

ts ~ ~aba na i J i t i ， bugadzfnaju 乙

綱を ない， しめ縄を

pai， FutIaraba sai， pin ma:suju 

張り フチャラ(械)をさげ， 主主
軍司H 猛を

s a i J i t i， Fu t J a r an u s号ki na: ja 

さげて， フチャラの 先 には

nikunumunnu tsIsI jo:， unu 

肉のものの 血 ね， その

tsl SI ju mamiJ i ti. 

血を 染めて。

klH;e: ロ1alnu gakuIa keOtkju: Janu 

これは 前の 学者や 研究者等

ロ1e:nu 。:r 1 ， aIIi ru P号y.aJl

ヵ: おいでになり， そのように 話

Io:ri Futadi jo:. aiki jappaJ i 

して おられましたよ。 それで やっぱし

sImaFusaraJa:di an muno:， duma: 。。

島フサラシャーというものは， どこ

na:n arumunu junra di du 

にも あるものだ と

umul sUDganu， wa:me:ma anlru 

思っているが， 君たちが 言っている

abus-i p号re:di aninu muno:， urito: 

アプシバレーと 言う ものは， これと

citteki Jitajo:na munu suDga， 

匹敵 したようなく共通語>ものであるが，

tukuruni ju t te : urid u abu S-I-P号tai，

ところに よっては これが アプシパライ

a:i hon jumi miribadujo!， unu I~utsl 

いいえ本読んで見るとよ。 その書物

jumi miribadujo:. itIijo: kod3innu 

読んでみるとよ。 一往 個人の(共通語)

una ja: ja: nu k!Ve: akumabarai 。。

各々の 家 の家庭を 悪魔払いを

Ii:， unutsuge: muraFutslnu 

して， その次は 村内の

akumabarai 1 i:， kundo: mata 

悪魔払いをして， 今度は また

slkama， du:nu ta:patagi， 

耕地， 自分の 回畑，

akumabarai ju 1 i: Ji t i， uwaru 

悪魔払いを して， 終わる

plnna: me:， uriJidu parai 

日には， それで 払い

utatudijo: ， 

終わるらしいよ。

甲

asaban pa:araban slmaFusara[a: nu 

それでも われわれは 島フサラシャー の

pl月1a Jappap Ja:nu munna: Ja， 

日は やっぱり 家の 門には，

ino:sa:ni ja:dzarai 

浜 でヤーザライく家を払い清めることを>

slso:ra 

するでしょう。
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ja:dzaraija du:nu klne:nU 

ヤーザライは 自分の 家庭の

akumabarai jaso:ra. asItidu: 

悪魔払いをするでしょう。 それで

tlo:du sannitslkanna:me: p~saja 

ちょうど

Ji:mi:da. 

三日間も 君たちは

してみたか。

乙

a: i 1 i : munudi j o. 

いいえ やってみたことはないよ。

甲

sarm i tsIkanna: me: Fa: namanume :ja， 

三日間も 子供たちは

kt;号u Fa:namanume :ja jo :to:pa:re: 

この 子供たちは 風邪気払いを

Ii:， jo:to:pa:re: aDgaripa:re: Ii:， 

風邪気払い 走って払いを して，

ki: Iini katanaba s-lkuri/itidu， 

木で万を 作ったりして，

simanu kunu uido:re: simanu 。o 0 0 0 。

島の この上などに 島の

pukajo:. una:du ki: jaタui 1 i ， 

外よ。 そこに 来て 雛声を入れて，

co: c 0: Jl 
-
司
E
Aa

 

v
&

。
a
。

p
 ヒョーヒョー(大声の形容)して 払い，

ta tag i， buran ta ikun ta tagi ， 

叩き， 法螺員も太鼓も 叩き，

duran mut Iidu araki juUkara， 

銅鐸も持って 歩くのであるから，

na :dadz-i do: re: na: {) ki sI:， 

ナーダズ(地名) 等 に 来てやり，

ni f im11ra do zre z na:n ki s-iZ ， 。。

ニシムラ(地名)等 に来てやり，

FUSl1ω: s 1 do:re: na:O ki 

フスコーシ(地名・牛越) 等 に来て

si， tada:i ki: Ii: ， klJ~u 

やり， どんどん来てやって， この

sjqlanu 戸 ti na:n， rrruranu pati 

島の 果てに， 村の 最

pati na:n Ii: . ki: unu jo: ja 

果て に来てやる. それでその 晩は

mu: ru owa t tara ki: jUFuku i ， 

皆 終ったら 来て 休み，

na:tsanu jo:n ali. 

翌日の 晩も同じ。

乙

nUF~kulo:re:ru bun …. 
残した分は…。

甲

junu munu ba Ii: . kundo: 

同じことを やり。 今度は

uinu mura hara Ji: kItara: ， ato: 

上の 村 か ら し て 来ると， あとは

sj写lUnu murahara JI! ku. aiki: 

下の 村から して来る。 それだから

jagin hats-lma:sso:， ky弔U

必ず 集まるのは， この

nakami tsIdu jahatadjo:. aiki: 

中道 であったよ. それだから

Ii: fitidu sannitlime: ja ippan 

やってから 三日 には大勢の方が

o:ridu， katana: a:li， 

いらっしゃって，万を 合わせ，

uFunna: di ri ， ka tanaba， 

ウフンナー(地名)というところで， 万を，

kubaganu katana: bitsI， 

久場川の 万は 別，
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Futslbare:nu katana: bitSl junumunu， sanni t si kanna: Ii : du 

内原(下の村)の万は glJ 同じ， 三日間は して

Ii:Iitidume:， a:liIiti， buri: muno: are:riki: ， abus'ipare:n tlo:du 

にして， 合わせて， 折れるものは あるから， アプシパレーも ちょうど

tada:ni inahe: Iiti， aiti:me: junumunu are: rIki : 

どんどん海にすてて， そうして 同じでは ないですか。

saigo ja me: nuk~~u dugundu 甲

最後はもう 残る ところが Jaro: runJu: wakaran ra， 

katIiha:me: . であるかも 知れないよ。

勝ちであるよ。 乙

Ii: Iitidu unhara: juUgutu Ii: daitai hon jumimiriba， kab iranu 

そうして それから 謡を し だいたい 本 読んでみれば， 川平の

diri， unu jo:ja me:， d3 ikammadeI S 1 maFusara 1 a: ni:Ia. 

て， その晩は もう， 時間までは 島フサラシャーに似ている。

Ii:Iitime:， kaita suuganu， 甲

して， 帰った が， dai tai aidu jaru batsl do: 

urimadi na:jame:， ke:rane:ranu 大体 そうである はずですよ。

それまでには， 皆 乙

S~ru i， s!宅lan t~tasutarï ， no:n daitai aidu seid3im，l t 1;l~i kata.へ

集まり， 相撲も とらしたり， 何でも 大体 そう 政治の とり方…。

si tarI 1 i:， mu: ru kItara:， 甲

やらしたりして， 皆 来たら， aI i， junumundu jaroreru bats'l 

unhara， katanaba a: Ii Iiti， そうだ， 同じもの である はず

それから， 万を 合わせて， do: 

kundo: me: ， unu makika tana: ， unu よ。

今度は， その 負け万は， その

bu:ri }値tana:me: tada: i i nahe:…。

折れた 刀は もう すぐに 海に・・・。

乙

uriI i dume [ maki kaqi wakaroau 

それで 負け 勝ちが わかるわけ

waki. Futsipare:ja kats'iIita， 

ですか。 内原(地名)は 勝った。

kubaga:ja makiIita， tlo:du urito: 

久場川は 負けた， ちょうど それと
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